
第３学年 算数科学習指導案  

           児 童 ３ 年 ２ 組  ３ ９ 名 

                     指導者 Ｔ１ 佐々木 圭 子  

                         Ｔ２ 前 田 慶 子  

 

１ 単元名 見やすく整理しよう（東京書籍「新しい算数３」下Ｐ．２８～Ｐ．３８）  

 

２ 単元について  

(1) 児童の実態  

児童の学習への取組の様子を見ると、図や半具体物の操作を用いて自分の考えを説

明する活動に対する意欲が高く、課題解決に向けて積極的に学習に取り組んでいる。

また、友達の考えに対して「なるほど」「すごい」など素直にその考えのよさや価値を

認めながら学習する様子も見られるようになってきた。  

   児童は、第１学年では、ものの個数を絵や図などを用いて表したり読み取ったりす

ること、第２学年では、身の回りにある数量を分類整理し、簡単な表やグラフを用い

て表したり読み取ったりする学習をしている。レディネステストによると、簡単な表

を、グラフに●で表す問題は９割の児童が正しく解答している。しかし、そのグラフ

から条件にあう数値を読み取る力や、表やグラフを基に簡単な分類整理をする力はま

だ十分身に付いているとはいえない。  

そこで本単元の学習を進めるに当たっては、目的を意識させながら資料を分類整理

したり、表や棒グラフに表したりする活動を十分に取り入れていきたい。  

(2) 単元のあらまし  

本単元は、学習指導要領第３学年の内容「Ｄ 数量関係（３）資料を分類整理し、

表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりすることができるようにす

る。」を受けての内容である。本単元では、資料を整理して、その結果をまとめて分か

りやすく表現する方法として表、グラフを用いると有効であることに気付かせ、進ん

で表、グラフを活用する態度を育てることを主なねらいとしている。  

   児童にとって、今月は読書強化月間である。そこで、読書冊数の資料を取り上げ、

それを分類整理する要領や結果の表への表し方を学習する。次に、その表を棒グラフ

に表した場合を取り上げ、棒グラフの構成と読み方を学習するとともに、棒グラフの

有用性にも着目させるようにする。その上で棒グラフのかき方を学習する。単元のま

とめとして、児童の読書に関する資料を個々の目的に応じて分類整理して表やグラフ

に表す活動を設定し、本単元で学習した内容の理解を一層深めていく。  

   本単元での学習は、第２学年での簡単な事柄を整理して表すこと、それを読むこと、

個数を●の数で表すこと、という経験を活かしながら進める。ここでの棒グラフの読

み方、かき方の学習は、第４学年での整理のしかたや折れ線グラフと直接関連し、さ

らには第５学年の円グラフ、帯グラフの表現やその他のグラフの理解に密接に結び付

いていくものである。  

 



(3) 指導に当たって 

このような児童の実態や単元のあらましを踏まえ、本単元で児童に身に付けさせた  

い力を次のように考えた。    

 

 

   

 

 

 

 

これらの力を身に付けさせるために、第１小単元の資料を分類整理する学習ではお

すすめの本を調べる算数的活動を行う。１人１冊選んだおすすめの本の結果を一度に

全て提示することにより、分かりやすく整理したり、本の種類を観点として分類した

りする必要があるということに気付かせる。その後、「正確に、分かりやすく整理した

い」という意識をもたせ、「正」の字を使って整理する作業を通して、落ちや重なりの

ない集計の要領を理解させていく。  

第２小単元の棒グラフを読み取ったりかいたりする学習では、表と棒グラフを比較

する算数的活動と、グラフ用紙の大きさに合わせて棒グラフをかく算数的活動を行う。

前小単元で整理した表とそれを表した棒グラフとを比較し、「どんな点が分かりやすく

なったか」という課題を与えることで、数量間の関係やその特徴、さらには棒グラフ

の有用性を考えさせたい。次に、児童に示すグラフ用紙の大きさを工夫することで、

そのグラフを構成する軸の意味、最小目盛りの表す大きさ、グラフの表す量の大きさ

のとらえ方などについて考え、棒グラフについてより理解を深めることができるよう

にしていく。  

第３小単元の表の学習では、３つの一次元表とそれを組み合わせた簡単な二次元表

を比較してその有用性を話し合う算数的活動行う。３年１組と３年２組のおすすめの

本調べの表を提示し、学年でのおすすめの本は何かを考えさせ、学級別に表すことの

不便さを感じさせる。その上で二次元表を提示し２つの表を比較させる。これらの比

較で分かったことを説明し合う中で、全体のようすが分かるという二次元表の有用性

についても理解させる。二次元表を読み取ることが困難と予想される児童には、二次

元表の一部分だけが見えるように隠し、一次元表と同じようにそれぞれの欄の意味を

とらえさせる。  

単元の終盤となるまとめの学習では、表や棒グラフの学習を活用して実生活におけ

る事柄について調べる力を身に付けさせたい。そのために、自分の目的に応じて資料

を分類整理し表や棒グラフに表す算数的活動を行う。「自分の目的に応じた分類の観点

を選び、適切に資料を整理する」、「その結果を基に表や棒グラフに表す」という一連

の学習活動を読書月間の取組との関連で行うことで、児童の目的意識や必要感をもた

せる。また、未整理の資料から自分の目的に応じて分類整理した一次元表を基に友達

に説明したり修正したりする活動を設定することにより、表やグラフに表すことへの

意欲も高めていく。その後、確認できた一次元表から、より分かりやすい表し方を選

択してグラフや二次元表に表す。完成した表やグラフの分析や交流を行うことにより、

本単元の学習内容をより深く理解するとともに、その有用感を味わわせたい。  

思考力 目的に応じて表やグラフの観点を考える力  

    表や棒グラフから、数量の関係やその特徴を読み取る力  

判断力 観点にそって、適切に資料を分類整理する力  

目的に応じて、表や棒グラフなどの表し方を選択する力  

表現力 分類整理して表や棒グラフを正しくかく力  

    表や棒グラフから読み取ったことを書いたり説明したりする力  

 



３ 単元の目標  

  資料を分類整理して表や棒グラフに表したり、それらを読んだりする能力を身に付け 

る。  

  関心・意欲・態度   

・  資料を目的に応じた観点で落ちや重なりなく分類整理し、進んで表や棒グラフに

表そうとする。  

  数学的な考え方  

・ 資料を分類整理する目的に応じて観点を考えることができる。  

  表現・処理  

・  資料を分類整理して表（一次元表、簡単な二次元表）や棒グラフに表すことがで

きる。  

・  表や棒グラフから数量をとらえたり、数量の関係を読み取ったりすることができ

る。  

  知識・理解  

・  表（一次元表、簡単な二次元表）の作り方や棒グラフの読み取り方、かき方を理

解する。  

 

４ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度  数学的な考え方 表現・処理  知識・理解  

資 料 を 目 的 に

応 じ た 観 点 で 落

ち や 重 な り な く

分類整理し、進ん

で 表 や 棒 グ ラ フ

に 表 そ う と し て

いる。  

資 料 を 分 類

整 理 す る 目 的

に 応 じ て 観 点

を考えている。 

資料を分類整理して表（一

次元表、簡単な二次元表）や

棒グラフに表すことができ

る。  

表や棒グラフから数量をと

らえたり、数量の関係を読み

取ったりすることができる。  

表（一次元表、

簡単な二次元表）

の 作 り 方 や 棒 グ

ラ フ の 読 み 取 り

方、かき方を理解

している。  

 

５ 単元の指導計画（指導時間１１時間）  

小単元 時数 学習内容 活用する知識・技能 活用を図る算数的活動 評価規準（評価方法） 

①  

整  

理  

の  

し  

か  

た  

国語 ・読書月間を前に「おすすめの本を紹介する会」を開く。 

１  

・ 

２  

 

 

 

 

ＴＴ 

・資料を分類整

理する要領や

整理結果を表

にまとめる方

法 を 理 解 す

る。 

 

・観点が１つの

表のかき方・

特徴の読み取

り 

・●を並べて大

きさを表した

グラフのかき

方・読み取り 

・おすすめの本の種類

別の数を、落ちや重

なりなく集計するた

めに、「正」の字を使

って記録表に整理す

る。 

（考）資料を「正」の字を

使って整理する有用性

について考えている。 

    （発表・ノート） 

（知）資料を分類整理する

要領や整理結果を表に

まとめる方法を理解し

ている。  （ノート） 

 

 

 

３  

 

 

・資料を棒グラ

フに表すこと

を知理解する。 

・●のグラフの

かき方・読み

取り 

・表と棒グラフを比較

しながら、棒グラフ

について調べる。 

・項目のとり方を変え

（考）表とグラフを比較し

て、棒グラフの有用性に

ついて考えている。 

（ 発 表 ・ ノ ー ト ） 



 

 

②  

 

ぼ  

う  

グ  

ラ  

フ  

 

 

 

 

 

 

 

ＴＴ 

た 棒 グ ラ フ を 提 示

し、数量や数量の関

係をいろいろな観点

から読み取る。 

（表）棒グラフから、数量

や数量の関係を読み取

ることができる。 

     （観察・発言） 

４  

 

 

 

ＴＴ 

・数量が横軸に

表されている

棒グラフを読

み取ることが

できる。 

・棒グラフの読

み方     

 

・数量が横軸に表され

ている棒グラフと縦

軸に表されている棒

グラフとを比較し、

相違点を見付けさせ

る。 

（表）横軸に数量をとった

棒グラフから、数量や数

量の関係を読み取るこ

とができる。 

 （観察・発言） 

 

５  

 

 

ＴＴ 

・棒グラフの読

み取り方の理

解を深める。 

・棒グラフの読

み方 

・表の表し方 

・１目盛りの大きさに

注意して、棒グラフ

から読み取ったこと

を、数表(一次元表）

に表す。 

（知）棒グラフの読み取り

に必要な観点や数値や

その読み取り方が分か

る。 

（シート・観察） 

学活 ・学年の読書の傾向を調査し、その結果から「読書のすすめメッセージボード」を作成

し、よりよい読書活動を目指すことを話し合う。 

６  

・ 

７  

 

 

ＴＴ 

・棒グラフのか

き方を理解す

る。 

・●などを並べ

て大きさを表

したグラフの

かき方 

・数表（一次元

表）の読み方 

・棒グラフの構

成要素 

・グラフ用紙の大きさ

に合わせて、項目の

とり方、１目盛りの

大きさを考えて、棒

グラフをかく。 

（知）棒グラフをかく手順

を理解している。 

（シート・観察） 

（表）棒グラフをかくこと

ができる。 

（シート・観察） 

 

③  

表  

 

８  

 

 

 

ＴＴ 

・一次元表を組

み合わせた簡

単な二次元表

を読むことが

できその有用

性を理解する。 

・一次元表の読

み方 

・３つの一次元表と、

それを組み合わせた

簡単な二次元表とを

比較して、有用性を

話し合う。 

（考）一次元表と二次元表

を比較して二次元表の

有用性について考えて

いる。 

（観察・発言） 

 

④  

 

 

ま  

 

と  

 

め  

 

 

９
（
本
時
） 

・児童の実生活

における問題

について、表

や棒グラフの

学習を活かし

ながら取り組

む活動を通し

て、学習内容

の理解を深め

る。  

・資料の分類整理 

・一次元表の表

し方・読み方 

・自分の目的に応じた

観点を決め、資料を

分類整理する。 

（知）自分のテーマに応じ

た観点を決め、資料を正

しく分類整理すること

ができる。  

（シート・観察） 

 

１０ 

 

 

 

 

 

ＴＴ 

・棒グラフの書

き方 

・複数の一次元

表を二次元表

にまとめる方

法 

・二次元表の読

み方 

・自分が分類整理した

表を、分かりやすく

表す方法を考える。 

・グラフから気付いた

ことをまとめる。 

（関）学習内容を適切に活

用して活動に取り組も

うとしている。 （観察） 

（考）表やグラフから数量

関係やその特徴を読み

取ることができる。 

（シート・観察） 

（知）表やグラフを正しく

かくことができる。 

 （シート・観察） 

学活 ・算数での学習を活かし「読書のすすめメッセージボード」を作る。 

１１ 

ＴＴ 

・学習内容の理

解を確認する。 

  （知）表や棒グラフの学習

内 容 に つ い て 理 解 し て

いる。（ノート・観察） 

ＴＴ 



６ 本時の指導  

(1) 目標  

表や棒グラフの学習を活かしながら、児童の実生活における問題について取り組む

活動を通して、学習内容の理解を深める。  

(2） 活用を図る算数的活動について  

本時で児童に身に付けさせたい力は、実生活における事柄を表や棒グラフの学習を

活用して調べる力である。  

そのために、自分の目的に応じた観点を決め、資料を正しく分類整理する算数的活

動を行う。事前に自分の表したいテーマをはっきりさせることで目的意識をもたせ、

進んで表やグラフを活用する態度も育てていきたい。  

本時の算数的活動を通して、児童の思考力・判断力を高めるために、「つかむ」「見

通す」段階では、未整理の資料を提示することにより、自分にとって必要な情報を抜

き出しながら分類整理しなければならない場面を設定する。必要な情報を見極めるた

めには、自分のテーマに沿った観点は何か、どんな項目にすればいいかを考える必要

がある。「確かめる」段階では、選択した観点と項目が自分の目的に適しているかを友

達と交流し、正しさを確認したり修正したりする活動を設定し、その後の分類整理す

る活動への意欲を高めたい。  

(3) 展開  

段階 学 習 活 動 
教師の支援(◎評価） 

Ｔ１  Ｔ２  

 

 

つ  

 

か  

 

む  

 

 

 

 

 

 

 

８  

分  

 

１ 問題を把握する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ぼくのテーマは「３年２

組で多く借りられている本

の種類」です。  

・ 私のテーマは「曜日ごと

の借りている人数」です。

曜日が書いてある資料があ

ればいいです。  

２  本時の学習課題を確認す

る。  

 

 

・ 読書結果に関して教

師 が 分 類 整 理 し た 表

（表題なし）をモデル

として提示し、テーマ

を読み取らせる。  

 

  

 

 

・ テーマは一人一人違

うことを確かめ、どん

な資料が必要かイメー

ジをもたせる。  

 

 

・ テーマに合わせ

て表をつくり、メ

ッセージボードに

活かしていくこと

を確認し、意欲付

けを図る。  

 自分のテーマにあわせて、資料を正しく整理しよう。  

 メッセージボードをつくります。読書について調べましょう。  



 

見

通

す  

 

５  

分  

３ 解決の見通しを立てる。  

(1) 結果についての予想を立

てる。  

・ ぼくは物語の本が一番

多く借りられていると思

います。  

 

・ 分類整理した結果、

どの項目が一番多いか

を予想させ、その答え

を手がかりにして自分

の観点に気付かせる。  

・ ワークシートを用い

て、活動の流れを確か

めさせる。  

 

 

 

 

 

 

 

確  

 

か  

 

め  

 

る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

分  

 

 

 

４ 学習課題を解決する。  

(1) 自分のテーマに応じて資

料を選択する。  

 

 

 

 

 

(2) 表の枠を作成し、およそ

の項目を書き込む。  

  ・ 本の種類（冊）  

種類   冊  

物語    

ス ポ ー ツ   

れきし    

   

   

   

合計    

 

 

 

                 

(3) 出来上がった表を友達と

交流して検討する。         

・ ぼくはどの種類が多い  

借りられているか知りた

いので、「物語」や「スポ

ーツ」に分類しようと思

います。  

 

   

(4) 資料を基に、一次元表に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 机間指導をし、分類

の観点を決め、項目を

記入できたかを確かめ

る。  

 

 

 

 

 

 

・ ペアで説明し合うこ

とにより、お互いの観

点や項目の正しさを確

かめたり、疑問点を解

決したりさせる。  

・ ペアで解決できなか

った場合は全体で話し

合いながら解決する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 机間指導をし、

自分のテーマに応

じた資料を選択し

ているかを確かめ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 戸惑っている児童には、あらかじめ用意

した一次元表の枠を提示する。  

 

・ 戸惑っている児童には、自分が予想した

結果を手がかりに、何を調べていけばいい

かアドバイスする。  

 

【知識・技能の活用を図る算数的活動】 

○ 自分が表したいテーマに応じた観点を決

め、資料を正しく分類整理する算数的活動  

【活用する知識・技能】 

資料の分類整理  

一次元表の表し方・読み方  

棒グラフの構成要素  

 

・ テーマの結果予想から観点や項目に気付

かせ、その上で資料の中から必要な部分に

着目させる。  



 

 

 

 

 

確  

 

か  

 

め  

 

る  

 

 

 

 

 

 

30 

分  

分類整理する。  

   ・ 曜日ごとの人数（人） 

曜日   人  

月  正正正  15 

火  丅  2 

水  正  5 

木  一  1 

金  正丅  7 

合計   30 

・ 本の種類（冊）  

種類   冊  

物語  正正  10 

スポーツ  正  5 

れきし  一  1 

伝記   0 

クイズ・パズル 正丅  8 

 理科  一  1 

その他  正  5 

 合計   30 
 

・ 時間内に一次元表   

へ整理できた児童は、

その表を読み取る活動

に進むことを知らせて

おく。  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る  

 

２

分  

５ 学習の振り返りをする。  

・ 表ができた。これでグラ  

フがかけそうだ。  

・ 「正」の字はやっぱり便  

利だ。  

・ 予想した結果とは違っ  

た。  

・ 早くグラフをかきたい。 

・ グラフのかきかたも工  

夫できそうだ。  

・ 調べる活動にこれま

での学習が役に立った

ことを想起させ、有用

性を考えさせる。  

・ 次時の活動への意欲

が高まっているようす

を紹介する。  

・ 児童の発表から、

本時で活用できた

既習内容を抜き出

して掲示物に印を

つけ、学習の有用

感を味わわせる。  

 

(4)  具体の評価規準  

観点 Ａ十分満足  Ｂおおむね満足  Ｂに至らせるための手立て  

 

知  

識  

・  

理  

解  

 自他のテーマに応

じた観点が分かり、資

料を正しく分類整理

することができる。  

 自分のテーマに応じ

た観点を決め、資料を

正しく分類整理するこ

とができる。  

テーマの結果予想から観点や

項目に気付かせ、その上で資料

の中から必要な部分に着目させ

る。その上で資料の中から必要

な部分に着目させる。  

 自分にとって不必要な情報を

あらかじめ削除させる。  

【目指す子どもの姿】 

表や棒グラフの学習を活用して、実生

活における事柄を目的に応じて分類整

理することができる。  

（思考力・判断力）  

◎ 自分のテーマに応じた観点を決め、資

料を正しく分類整理することができる。  

（シート・観察） 

・ 分類整理に戸惑っている児童には、自分

にとって不必要な情報をあらかじめ削除

するとよいことをアドバイスする。  

 ・ 表の読み取りを終えた児童に対して、こ

れまでの分類整理をチェック表で確認さ

せる。  

・ チェック表で確認ができた児童はグラフ

に進ませる。  



(5)  板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊表の例（これらの表は、図書館の実際の記録をもとに作成する）     

３年１組 男 野球 スポーツ 

１年２組 女 ゾロリ 物語 

２年１組 女 でこちゃん 物語 

３年２組 男 虫の図鑑 理科 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

８／２３（月） １組 野球 スポーツ 

８／２３（月） ２組 ゾロリ 物語 

８／２３（月） ２組 でこちゃん 物語 

８／２３（月） ２組  理科 

８／２３（月） １組   

８／２３（月） １組   

８／２３（月） １組   

８／２３（月） ２組   

８／２３（火） ２組   

８／２３（火） １組   

８／２３（水） １組   

   メッセージボードをつくります。読書について調べましょう。 
  

    自分のテーマにあわせて、資料を正しく整理しよう。 
 

テーマ                         資料  

                                        

 

             

３年生の  

貸し出し記録資料  

ある 1 日の  

貸し出し記録資料  

 
《 進め方 》 

 

１１ １ テーマのけっかを 

よそうする。 

 

２ 表をかく。 

 

３ 表に整理する。 

 

４ たしかめる。 

     

＊つかわない  

と こ ろ は 、 始

め に 消 す と 整

理しやすい  

 

教師が提示する

表  


